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の人口構成liklあこよ うて転々てあ り，そLそ

れの地域の状況を反映している。筆者は，地域

人口の構成や規模・分布 ・増減などの状態と，

その地域の社会-経済的状況とを関連づけて考

える能力の育成が社会科の人口学習に期待され

ていると考える 2

人口を考える際の指標としては，分布図，人

口の増減，転出入，出生 ・死亡率，高齢者の割

合などが使われているが，中でも人口ピラミッ

ドによる表現が教科書で頻繁に用いられている。

これには，学習指導要領解説の地理的分野にお

いて「人口分布図や人ロ ピラミッドを読み取る

作業を取り入れるなどの工夫が必要である」聞と

記述されている点が大きいと考えられる。

人口ピラミッドは，国や地域ごとの人口を男

女 -年齢別に示すことで，その地域の社会 -経

済の状況を推測させることができる資料として

たいへん有用である。実際の教科書では，その

形状に着目し，日本では子どもの数が多い「富

士山型jから， rつりがね型Jを経て高齢者の多

い[つぽ型」へと変化してきたことを示したり，

年齢階識別人口から人ロピラミッドを作図する

などの作業を行ったりしている。空間スケール

についても，国家間比較，日本国内の市町村間

比較などいろいろな空間スケールで使用されて

いるc 現在，インターネッ トで、世界各国の人口

ピラミッドを表示する Webサイト{のや，男女 ・

年齢別人口データを設定すると人ロピラミッド

を描画する Webサイト印があり，以前に比べて

人口ピラミッドを使った教材を作成しやすくな

っている。
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1.はじめに

過剰人口問題から，過疎通密，高齢化，少子

化，人口減少へと，人口に関する問題は， 内容

を変えながら長年にわたり 日本の主要な社会問

題の一つであり続けた。また，さまざまな社会

事象を考える上で人口は基本的な情報となる。

そこで社会科では，人口学習が長く行われてき

た。現行の中学校学習指導要領での人口学習を

みると，地理的分野での扱いが大きく，世界と

日本の人口分布，出生率と死亡率， 人口ピラミ

ッドの変化，過疎 ・過密地域の比較など多岐に

わたっているc 他に公民分野では財政 -社会保

障問題との関連で日本の少子高齢化を扱ってい

る。

かつての社会科地理的分野では，小学校から

中学校，高校に至るまでの人口学習の連続性が

存在したω会 しか し小学校社会科に関しては，

平成10年度学習指導要領策定時の学習内容の厳

選により，第 5学年で‘の圏内の人口分布につい

ての学習内容は，資源の分布とならんで削除さ

れ白にそれ以降行われていない。第3・4学年

においては県内で人口の多い都市を調べる学習

内容が残されているものの，人口学習の連続性

は失われている 3

日本全体としては人口減少社会に入っている

ものの， 世界的には人口が急増している国もあ

れば，安定的に推移している国もある。日本国

内でも，人口移動により高齢者の多い地域もあ

れば，若者の多い地域もある。世界や日本国内
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間別地妓の人口ピラミッドは閲覧 ・作成でき

るようになったものの，全体としてどのような

形状が多いのか，どのような類型が存在するの

か，といった点についてはあま り検討されてい

ない。社会科の地理的分野では，地理的見方・

考え方として杢間的な広がりとのかかわりで地

理的事象を見いだすことを重視している。人口

ピラミッドに関しでも，空間的な広がり，すな

わち空間スケールに応じた解釈・説明が必要で

ある。

そこで本稿では，空間スケールに応じて人口

乙ラミノ「を扇忌 fi:. ~ ， そιそれ.こよ.j).i.::. '-' J':'ぶ

明を行う。すなわち，まず世界各国の人口ピラ

ミッドを国ごとに類型化し，その分布と形状を

説明する。次に，日本圏内の人口ピラミッドの

形状の変化を社会 ・経済的状況と関連づけて説

明する。さらに， 日本の都道府県および市区町

村ごとに人口ピラミッドを類型化し，分布と形

状を杢間スケール問の関係に言及して説明する。

最後に，空間スケールに対応した人口学習の展

開という観点から，現行の小学校社会科での謀

題を述べる。

~先進国型
区室中進国型

.産油国型
日 発展途上国 I型
日発震途上国E型

2.世界各国の人口ピラミ ッド形状の類型化

ここでは，2010年の世界各国の人口ピラミ ッ

ドの形状を類型化する。そのために男女・年齢

別人口割合に対してクラスター分析を行う。デ

ータとして国連の世界人口予測 (WorldPopu-

lation Prospects: The 2012 Revision)を利用

し，国 ・地段別の男女 ・5歳階級別人口統計

(0 -4歳-100歳以上)から国のデータを取り

出すa ついで各国の総人口に占める男女 ・5歳

階級別の人口割合を求める。さらに，このデー

タに対し Ward法ク ラスター分析を行い，国ご

と.-示[:t:rL ~ ''':0 lei 1、二その布呆てあ:).こ :コ

場合は 5つのクラスターに分類した状態である。

さらにクラスターごとに，男女 ・5歳階級別の

人口割合の平均値を求め，その値をもとに人口

ピラミッドを作成したものが図2である同。 こ

の5つのクラスターに対して，それぞれ先進国

型，中進国型，発展途上国型と名付けたc さら

に発展途上国型は後述するように 3つのサブク

ラスターに分かれるc

先進国型は，いわゆる「つぽ型Jの形状であ

る。0歳から50歳代まで各年齢階級の人口規模

が均一で，年少人口の割合が若干低いことから，

合計特殊出生率 (以下 TFR: Total Fertility 

軍ノ

図 l 世界の男女 ・年齢別人口割合のクラスター分析結果 (2010年)

資料:国述「世界人口千if-.L2012年版
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中進国型
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産j自国型 発展途上国 I型 発展途上国E型

'2 .. "5 " •• 
図2 クラスターごとの人口ピラミッド (世界， 2010年)

注:各クラスターに含まれる図の男女・ 5絞階級別人口割合の平均をとったもの。

資料:国述 「世界人口予測J2012i]三版

Rate)が2を少し下回っている国が多いことを

示している。分布をみると，日本をはじめヨー

ロッパ，北米，オセアニアなどに広がり，タイ

や中国もこの類型に含まれる。先進国型では，

1990年以前には既に少産少死の段階に入ってお

り，今後急激な人口増加はなく， a本のように

減少が予想される国も多い。なお年少人口の割

合や TFRの値が低い国でも， 20歳以上で移民

の流入が多い場合，人口増加が続くことがある。

中進国型はいわゆる「つりがね型jの形状で

ある。20歳代までの若者の割合が高く，多産少

死から少産少死へと変化しつつある状態を示し

ており， 25ー29歳と 0-4歳の人口の割合がお

おむね等しいことから，現在の TFRは2.0前後

と推測される。この状態が続けば， 2040年頃に

は現在の先進国型と同様の形状になると予想で

きるが，それまでは人口増加が継続する。この

類型は，南米，東南アジア，南アジア，中近東，

北アフリカ，旧ソ連の構成固などに分布してい

る。

上記以外の3つのクラスターは，発展途上国

型クラスターのサブクラスターである。このう

ち産油国型は，カタールなどペルシア湾岸の5

ヶ国のみで構成される。本来人口の少ない国に，

多数の外国人出稼ぎ労働者が流入した結巣， 20 

-30絞代の男性が多い特異な形状となっている。

その部分を除trぱ，中進国型の形状に近いだろ

っ。
発展途上国 I型と E型は，いわゆる 「富士山

型jの形状に近いが，II型では低年齢層が極端

に多いのに対し， 1型ではそれほど極端でない。

このことから， 1型では死亡率が低下しつつあ

ることがわかるs また， 25-29設と 0-4歳の

人口を比較すると， II型では0-4歳人口が2
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倍ほどで， TFRは4を超えていると推測され

る。 I型では1.5倍なので， 3を超える程度と誰

測される。これらから， 1型は多産少死から少

産少死への移行段階， II型では多産少死の状態

を示しているといえるヘ分布をみると E型は

アフリカ中部に集中しているのに対し， 1型は

世界各地に散在している。

経済が発展するにつれ，多産多死から多産少

死を経て少産少死へと移行するとする人口転換

論は，当初ヨーロッパ世界の現象と考えられて

いたが，日本など東アジアでも少産少死へ転換

すゐ国がZえれ，中進国阜の人υ:ーラミノ;、ーが既

に少産少死を示していることから，普遍的な現

象と考えられる。今後，発展途上国 I型やE型

も，経済成長が進むことで少産少死型に転換し，

世界の人口も安定化するのではないだろうか。

このように，人口ピラミッドの形状は各国の

社会 ・経済状況を反映している c 国の調べ学習

をする場合も， 一人あたり GDPとの関係を探

るなど，両者の関連性をみるとよいだろう。

3.日本の人口ピラミッドの変化

現在の教科書では，日本の人口ピラミッドの

形状が 「富士山型Jから 「つりがね型jを経て

「つぽ型jに至ると言及されるだけで，その説明

は十分で-なしミ。人口ピラミッドの変化を読む際

の着眼点としては以下のような事項があげられ
ー 宅、 ，戸...-、い F 、':';:''-主 ・.ι. J.J，ュ ・門 、0 ，"司 .~ムι'!I ~宅 ー『
~， φ =:J ~，・r νノ tム官 官何回リいjJL "\~J':';:ム ロコ山ボ宇

の関連， ②出生コーホー ト的ごとの分析，③親

子世代間の人口規模の違い。これらに着目して

人口ピラミッドの変化を説明していきたい。

図3は1920年から30年ごとに2070年までの日
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'0 男 国

7s 75~ 
70 

日

日

3s 

却 却

苫 話

目 目

15 15 

10 10 

5 5 

?宝 Ol! 
150 75 。。 75 1国 1田 15 。。

" 1珂

人口(方人}

2010年 2040年 2070年

田 男 旬

75 =""1 1: 

7ll 70 

65 自

回 国

55 

国

'. " 噛 ，. 
3s lS 

30 30 

25 25 

四 世

15 15 

10 10 

5 5 

e怠。 1自 1臼 75 
;;:::::J， 01ま。。

" 1日 150 15 。。 75 '田

入口【万人1 入口(万人}

図 3 日本の人口ピラミッドの推移

i主:1950年は沖縄県を除く c

資料:2010年のでは国勢調査， 2似O年以降は国立社会保障・人口問題

研究所 「日本の将来推計人口 (平成24年i月捻計)Jによるc
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本の人口ピラミッドの推移を示したものである。

このうち2040年と2070年は国立社会保障・人口

問題研究所による2012年 l月推計の将来推計人

口 (中位推計)による値を用いている。この図

では横軸を絶対数で示すことで，人口規模の変

化を読み取ることができるようにしている。ま

た，各歳で示すことで詳細な変化を読み取るこ

とができる。

1920年から1950年にかけては，子世代が親世

代の人口の約2倍であり，両親2人から子ども

が4人生まれる， TFRが4を超える多産の状態

土ぷ - て、 . ミ，~ 19:::0平ごーホ- 1 :;.， 1320与時

点 (0歳)で男子95万人，女子93万人の人口規

模だった。当時は乳幼児死亡率が高い時期であ

り，さらに戦時期には20歳代だったため，男子

の場合は戦死により多くの命が失われた問。 そ

のため1950年 (30歳)時点では男子52万人，女

子65万人と，男子を中心に著しく減少している。

1950年の25-35歳入口で男性が少ないのは戦死

によるものであるc

このような戦死や戦災による死亡が多数ある

ものの，この間の人口ピラミッドの変化では，

全体的に人口が増加して人口ピラミッドの幅が

広くなってきたことが読み取れる。これは年齢、

別の死亡率が全般に低下したことを意味してお

り，この間lま多産多死から多産少死への移行が

起こり，人口が急増した時期である。

死亡率の低下要因を考えると，この時期には

上水道の普及や伝染病対策など公衆衛生の改善

が進んだ。また，総力戦体制下で国防上の理由

から国民の体位向上や健康増進への関心が高ま

り，厚生省が設立され，国民健康保険法が成立

するなど，政策的に寵康対策が進められた時期

でもある。

1950年には， 10歳付近と 5歳付近に男女とも

鋭いくぼみがあるが，前者は日中戦争開始によ

る男子の動員による出生i氏後者は太平洋戦争

末期の動員による出生滅と死亡率の上昇の影響

である。このように人口ピラミッドには過去の

出来事カ咳リみ込まれている"1980年においては，

14歳入口が男女とも少ないが， 1966年の丙午に

よる出生滅を反映している 3 現代においても迷

信が出生数に大きな影響を与えたという点で奥

味深し、。

1950年から1980年にかけては，短期間で多産

少死から少産少死の状態に移行した。その結果，

1950年代に出生数が急激に減少し，第一次ベビ

ーブームを中心とする多産少死世代の人口が際

立つこととなった。この時期の日本では一般に

避妊が普及しておらず，出生数の減少が人工妊

娠中絶によるものであったことは特筆すべき点

である。

1950年代後半から1960年代にかけては， 多産
1_・"・ p ・~ • .~ -.守 ー・...... ...' ，~竺 I!.L ・ ，>・・ ・ " ' 

.)o'jl:.lιi (iJ・nλノ、円:三 し， 刀同ノJiレ切昌ir-..JJuL，.ん。

同時に，耐久消費財を中心とした内需の拡大と

労働力需要の拡大が起こり，経済の高度成長が

達成された倒。 1970年代には第一次ペピーブー

ム世代が結婚・出産鶏に入った影響で出生数が

増加し，第二次ベピーブーム世代が形成された。

第一次ベビープームの場合は親世代の人口規模

の2倍だったが，少産少死世代である第二次ベピ

ーブーム世ー代の場合は親世代と同程度の人口規

模である。

1990年代後半には，第二次ベビーブーム世代

が労働市場に参入する時期で，生産年齢人口が

急増したが，バブル崩壊後の不況に伴い「就職

氷河期Jと呼ばれる就職難に遭遇した。 2010年

になると，第一次ベピーブーム世代が定年退職

期を迎え生産年齢人口は減少を迎えた。就職期

になる年齢層の人口も減少したため，就職状況

は改善されつつあるs 雇用状況は，その時々の

景気状況に影響されるが，長期的には労働力の

供給側の事情も影響している。また， TFRが2
を大きく下回ったため，第二次ベビーブームの

子世代に相当する第三次ベビープームは起こら

なかったという点も重要である。近年の TFR
では， 2005年の1.26を底として2013年には1.43

まで回復している。しかし第二次ベビーブーム

世代が出産期を過ぎつつあり，親世代の人口規

模の縮小により出生数は減少を続けている。

2010年以降では， TFRが1.35程度で継続する

と仮定した中位推計によると，世代ごとに人口

が7割程度に績小する ことになり， 2010年の総

人口およそ l億2800万人が， 2040年には l億

-77ー



700万人， 2070年には7500万人ま で減少すると

予想されている。それに伴って，人ロピラミッ

ドもやせ細っていく 。このように予想される人

口減少社会において， r消滅自治体Jの指摘川

など，国土の人口配置や産業構成の将来に関す

る議論が出てくるのも当然といえる。

このように人口ピラミッドの変化から，国の

経済成長や雇用動向，将来の社会まで関連づけ

て考察することが可能であるc また，前挙のよ

うな人口ピラミッドの国家間比較を行う場合も，

日本の過去の経験と比較する ことで，対象国の

1A.'ぷ刀J亙詳しャ言 ν たるう。

4.都道府県ごとの人口ピラミッド形状の類型化

前章では日本全体の人口ピラミッドを扱った。

その形状の変化は出生と死亡の変化に起因する

ものが中心で，人口移動による国外との転出入

は大きく影響していないtmc 一方圏内では自由

に居住地を移動できるので，地域によって人口

ピラミッドの形状は異なり， 中学校社会科の教

科書でも日本圏内の地域間比較が行われているc

J a 

、.

守人/

グ'

〆

そこで本章では，日本国内の人口ピラミッドの

地域差を取り上げ，その類型化を行って特徹を

明らかにし，読み取る観点を検討する。

都道府県ごとに人口ピラミッ ドを類型化する

ため，まず都道府県ごとに2010年国勢調査の男

女 ・年齢別人口割合を求めた。その値をもとに

2~の場合と同様， Ward法クラスター分析を行

って47都道府県を 5つに類型化した(図4)。図

5はクラスターごとの人口ピラミッドを示した

ものであるo

日本国内の人口ピラミッドを都道府県単位で

兵員二ifLνμ;ふ占み差異.よJ iit*-"j国よおjJ:，J主JE
に比べるとかなり小さい。圏内でも東京都など

大都市固では TFRが低く，地方圏では高いこ

とが知られているが，少産少死という傾向では

一致しているc

まず東京都とその隣接県，愛知県，大阪府の

6都府県で構成されるクラスターを流入型と名

付けた会人口ピラミッドでは，高齢者の割合が

低く，第一次ベビープーム世代よりも第二次ベ

ビーブーム世代周辺の年齢層の割合が高いこと

/ 

口流入型
盤 平均型
~uターン型
己 流出型
.沖縄県

04OOkm  

図4 都道府県ごとの男女・年齢別人口割合のクラスター分析結果

資料 :2010年国勢調変
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図5 クラスターごとの人口ピラミッド(都道府県単位)

注各クラスターに含まれる都道府県の男女 -年齢別人口割合の平均をとったもの。

資料 :2010年国勢謂査

から，若年層の流入が多いことがわかる。 20~

30歳代の人口の割合が高いにもかかわらず，

TFRが会固に比べて低いため，年少人口の割合

は相対的!こ抵いs

流入型に隣接する府県や，地方中枢都市を抱

える北海道，宮城県，福岡県など16道府県で構

成されるクラスターは，全国の人ロピラミッド

とほぼ同様な形状を示すことから， i平均型」と

名付けた。この類型では，人口の察外との転出

入がおおむね均衡していると考えられる。

山梨県，長野県，富山県，福井県，香川県の

5県で構成されるクラスターはUターン型と名

付げた。 これらの県は20歳付近で割合が低下す

ることから， 進学や就職で流出する者が多いこ

とがわかるc 一方で30歳代から40歳代にかけて

の人口はかなりF支っていることから，いったん

流出してもじターンなどで回復する割合が高い

と考えられる同3

青森県や鹿児島県など，国土の周辺部に位置

する19県で構成されるクラスターは流出型と名

付けた。この類型は，高齢人口の割合が高く ，

第二次ベビーブームの高まりもわずかで， 20歳

付近での流出後の人口回復が少ない県であるこ

最後の沖縄県は， l!阜で lつのクラスターを

構成しており，人口ピラミッドの形状は他県と

は大きく異なっている念これは沖縄県の TFR

が現在でも2.0!こ近い値を保っているためであ

る。日本では特異な形状であるが，図 lの先進

国型の国の中では珍しい形状ではなく ，人口減

少を食い止めて安定化させようとする場合， 日

本全体で:'iqJ縄県型の人口ピラミッドになる必要

がある。

以上をまとめると，日本国内の都道府県レベ

ルでlL世界レベルのような顕著な人口ピラミ
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ッド形状の差異はみられず，比較的類似してい

る。そうした中で， 囲内の都道府県ごとの人口

ピラミッドを調べる際には，①高齢者の割合，

②第一次ベピーブーム世代と第二次ベビーブー

ム世代の人口規模の差， ③，20歳前後の人口の増

減， ①Uターンの大きさ，などに着目し，分布

では大都市を含む中心地域と，国土の周辺地域

との差異に着目するとよいといえるだろう。

可
一
一

5.市区町村ごとの人口ピラミッド形状の類型化

図5のよう に，都道府県ごとにみると地域人

..t Iょ

£主主r
玄

ー-
P
グ

-J ' . . 

J

-wa
同

・

日

υ
一ん

Y

E

つぺ

ロの差異がかな り平準化されるが，市区町村単

位ではより多様な形状の人口ピラミッドが存在

し，同一都道府県内でもより複雑な分布を示す

と推測される。そこで本章では， 日本圏内の市

区町村ごとの人口ピラミッドを類型化する。類

型化のため， 2010年国勢調査の男女・ 5歳階級

別人口割合を求めた加。その値をもとに 2章の

場合と同様， Ward法クラスター分析を行って

市区町村を流入型，平均型，流出型，過疎型の

4つに類型化した (図6)。図7はクラスターご

との人口ピラミ ッドを示したものである。

.!? 

一円「
f
司

口流入型(442)

麗平均型(509)
口流出型(553)
.過疎型(397)

。 400km 

市区町村ごとの男女・年齢別人口割合のクラスタ ー分析結果

i主:凡例 ()内は含まれる市区町村数。
資料 :2010年国勢・調査
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図7 クラスターごとの人口ピラミッド (市区町村単位)

注:各クラスターに含まれる市区町村の男女・ 5歳階級別人口割合の平均をとったもの。
資料 :2010年国勢調査

ここでの流入型 ・平均型 ・流出型の人口ピラ

ミッドの形状は，図 5の都道府県ごとの分類の

場合とほぼ同じである。都道府県別では独立し

た類型だ、った沖縄県は，市区町村ごとに類型化

すると流入型に含まれる市町村が多い。

過疎型は都道府県ごとの類型化からは現れて

こない類型である。類型ごとの全国人口に占め

る割合をみると，流入型，平均型，流出型，過

疎型それぞれ， 44.6%， 38.8%， 12.9%， 3.7% 

となるc 過疎型は市町村数も少なくなく，図 6

のように広範囲にわたるが，山間部が多く人口

が少ないc そのため都道府県単位で集計した場

合は埋没してしまう c 過疎型の人口ピラミッド

に着目すると， 60歳以上が人口の多くを占め，

80歳前後の女性が人口の中心となっていること

がわかる。過疎型の地域では，従来の人口減少

が主に転出によるものだ‘ったのに対し，現在で

は自然減少が急激に進んでいると推測できるc

都道府県単位では平均型に分類された道府県

も，市区町村ごとにみると道府県内に各類型が

含まれており，流出型と分類された県でも，県

庁所在地は流入型や平均型に分類されているc

日本全体の場合と同様に，都道府県内でも人口

流入 ・流出地域が分かれており，日本国内で起

こっている中心一周辺の現象が，入れ子状に都

道府県内でも生起している。このことは，世界

の国別人口ピラミッドの形状類型が，日本国内

で入れ子状にみられないことと対照的であり，

国家の内部均質性と，国境の障壁としての接能

の強さを示している 3 そうした国内の均質性の
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中で，中心一周辺の構造が強固に存在し続け，

周辺から中心への人口移動が継続している。沖

縄県の人口ピラミッドの形状が他県のものと大

きく異なる理由として，中心からの距離が遠く，

政治的にも戦後分断されている期間が長かった

ため，現在も独自性を保っていると解釈できる。

6.おわりに

社会科における人口学習は，地域人口の構成

や規模・分布・増減などの現象と，地域の社

会 ・経済状況とを関連づけて考える能力の育成

刀'!1I1什されてドQζ孝者iζ考えゐ s ふ千五て .~.

社会科の人口学習の教材と して類緊に用いられ

る人口ピラミッドに着目し，クラスタ ー分析を

用いて形状を類型化して，その特鼠を読み取っ

た。その際，世界から日本，都道府県，市区町

村と，異なる空間スケールにおいてそれぞれ分

析を行った。

その結果，日本の囲内で人ロピラ ミッドでは，

都道府県単位と市区町村単位のどちらの空間ス

ケールでも流入型，平均型，流出型が基本的な

類型であり，日本圏内では同様なパターンが国

レベJレ・都道府県レベルで入れ子状に存在して

いることが示された。これは中心一周辺の構造

であるが，沖縄県はその地理的 ・政治的分断に

より独自の形状の人ロピラミッドを保持してい

ると考えられるz

世界レベルでは，先進国型，中進国型，発展

途上国型が基本的な人口ピラミッド類型である

ことが明らかになり，それぞれの形状は大きく

異なっていた。日本の人口ピラミッドの推移で

は，発展途上国型から中進国型，先進国型と変

化しており，この聞の日本の経験を知ることで，

世界各国の状況を推察するのに役立つと考え ら

れる。また，世界レベルでの類型のうち，中進

国型や発展途上国型は日本国内の地域ではみら

れない。これは国家の領域における内部の均一

性，さらに国境の障壁としての強さを示してい

る。地理教育においては，空間スケーJレに応じ

た説明 ・解釈が必要である 3 本稿の人口ピラミ

ッドにとどまらず，空間スクールを意識して社

会事象を取り上げる必要がある 3

ところで，小学校社会科の学習は，身近な地

域から都道府県，日本，世界へと，同心円的に

学習対象地域を広げ，部分的に別の空間スケー

ルに言及しつつ，進められているc これは，児

童の発達段階の観点および空間スケールに対応

した学習という観点からも有効である。その中

で人口学習についてみると，小学校3・4学年で

は県内の人口の多い市や県庁所在地を調べる学

習が含まれている。しかし，はじめに述べたよ

うに，現在第5学年では圏内の人口分布に関す

る学習は行われていない。農業や水産業などの

よ'I""rム逗 .二 l元ヲ ゐ千百て .二， Jニ正己k~ j;!;j l-'Jら fiJ

費地を結ぶ運輸の{動きが取り上げられている。

ここでの消費地とは人口の集積する大都市に{む

ならないが，全国的な人口や都市の分布への言

及がなされていないため，抽象的な存在となっ

ているc このように，第 5学年の日本圏内スケ

ールでの人口学習が削除されたことにより，人

口学習の連続性が失われただけでなく，第 5学

年での学習内容がバランスに欠けるものとなっ

ており，再検討の必要があると考えるc

注

( 1 ) 大関泰宏(1998):地理教育における人

ロ学習の連続性.新地理.46-6. 1-11. 

(2 ) 平成10年7月29日教育課程審設会による

「幼稚園，小学校，中学校，高等学校，盲学

校，聾学校及び養護学校の教育課程の基準の

改善について (答申)Jにおいて. i国土の様

子に関する内容において，児童にとって抽象

的な学習になりがちな人口や資源の分布など

に関する事項は，中学校へ移行統合する」と

された。

(3 ) 文部科学省 (2008): r中学校学習指導要

領解説社会謂 (平成20年9月)j日本文教出

版.p.45. 

( 4 ) たとえば「世界の人口ピラミッド(1950

-2100年)Jサイトなど。

htrp:/ /popularionpyramid.net/ja/ 

( 5 ) 筆者作成の「人口ピラミッド作成サイト」

など。谷義二 (2014): HTML5を用いた人

口ピラミッド作成 Webサイトの開発.埼玉
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大学教育学部地理学研究報告， 34， 29-32. 

http://www.ktgis.net/lab/etc/pop_pyrarnid/ 

( 6 ) 本稿で使用する人口ピラミッドはすべて

前掲 5のWebサイトで作成したものである。

(7) 単年次の人口ピラミッドの形状で，多産

多死と多産少死の状態、を判別するのは困難だ

が，発展途上国E型の場合，人口増加率が高

い国が多いことから，多産少死の段階と判断

した。

(8 ) 同時期に生まれた人口集団を出生コーホ

ートと呼ぶ。

(9 ) 日中戦争から太平洋戦争にかけての箪

人単属の化者(J:23uh人にのぼるとされる。

厚生省援護局(1977): r引揚げと援護三十年

の歩みj厚生省.

(10) 労働力人口の増加を予想して，完全雇用

を目標とした経済計画が策定されたとの指摘

もある。伊藤達也 (1994): r生活の中の人口

学』古今書院.

(11) 増田克也編著 (2014): r地方消滅一東京

一極集中が招く人口急減-J中央公論新社.

(12) ただし，太平洋戦争前後は出征，復員，

引揚げ等で人口ピラミッドの形状にも国内外

との移動が影響した。谷謹二 (2012): 1940 

年代の圏内人口移動に関するコーホート分析.

地理学評論， 85-4， 324-341. 

(13) 都道府県ごとにコーホー トの人口回復率

を分析すると，これらの県は人口が回復する

割合が;雪い県である。谷議二 (2∞8): 1920 

年から2∞5年にかけての都道府県ごとの年齢

構造の変化とその類型化ーコーホートごとの

人口分布変動ー.埼玉大学教育学部地理学研

究報告， 28， 1-24. 

(14) 市区町村によっては人口が少なく，各厳

で割合を求めるとデータのバラツキが大きく

なるため， 5歳階級で割合を求めた。

(2015年8月 1日受理)
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